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　　 戦略 S＝(s, 1－s)　　　Q＝(q, 1－q)
プレイヤ－１の期待利得П1 (S, Q)＝SAQ'＝u(s, q)
プレイヤ－２の期待利得П2 （S, Q）＝SA'Q'＝h(s, q)
　　　　　　　対称であるから u(s, q)＝h(q, s) (1)　　　　　　　　　　
したがって，プレイヤ－１の利得 u(s, q)のみを考えればよい
　ところで集団のほとんどのメンバ－は S＝(s, 1－s)の戦略を用いており，このときわずかの逸脱組
みあるいは突然変異体がそれぞれ別の戦略 G1, G2 ‥‥, Gkをもちいたとする。その初めの戦略をそれ
















　同様に，プレイヤー１が gh（h＝1, 2‥‥, k）を用いたときのプレイヤー１の適応度は




注）突然変異体 gj(j＝1, 2‥‥, k)が侵入した集団を s(1－")＋
∑
j
gj "とすれば，この集団で (2)式は sの適応度で
あり，(3)式は突然変異体の一つ ghの適応度である。
　既存プレイヤーの戦略 sが突然変異体の戦略 ghより望ましいためには





[u(s, gj)－u(gh, gj)]"j＞0 (4)　　　　　　　　　　
　(4)より sが侵入させない戦略，あるいは進化的安定戦略 ESSであるとは次の定義による。
　戦略 Sが戦略 G1, G2‥‥, Gkにたいして ESSであるとは次のときである。







　　　(a)　u(s, s)＞ u(gh, s)　　　h＝1 2 ‥‥, k
　　　(b)　任意の ghにたいして u(s, s)＝ u(gh, s)であれば
　　　　u(s, gj)＞ u(gh, gj)　　　j＝1 2 ‥‥, k
突然変異体の戦略が k＝1のときは
　G＝(g, 1－g)　　　０＜ g＜１であり Sが ESSであるのは次の条件を満たすときである。
　　　(a)　u(s, s)＞ u(g, s)　　　　　　∀0＜ g＜1
　　　(b)　u(s, s)＝ u(g, s)
　　　　　　　　　⇒ u(s, g)＞ u(g, g)　 ∀ g≠ s
　進化的安定戦略はこのように定義されるが，これと同値の次の定義式を通常用いる４）
定義２
u(s, "g＋(1－")s)＞ u(g, "g＋(1－")s) (5)　　　　　　　　　　
　　　　（０＜ "＜ "g；"gは突然変異体を阻止するバリアーの高さ）
　　　　(5)の左辺は　"u(s, g)＋ (1－")u(s, s)，右辺は
　　　　"u(g, g)＋ (1－")u(g, s)５）
これより Sが ESSであるとは
"u(s, g)＋(1－")u(s, s)＞ "u(g, g)＋(1－")u(g, s)
この条件は























































































































は革新集団の子供手当ての減少である。これより進化安定戦略 ESSはナシュ均衡点 (C, C)と (M, M)




































　図４より，３つのナシュ均衡 (0, 1)，(1, 0)，( 1/3 , 2/3)が存在し，進化的安定戦略は混合戦略の
( 1/3 , 2/3)のみである。
　次にタカ・ハトゲームの進化安定戦略が ( 1/3， 2/3)であることを証明する。
s＝ ( 1/3 , 2/3)　　Ã＝ (¾, 1－¾)　　　(¾ ≠ 1/3)を考える








　　　u(s, s)＝ u(Ã, s)であるから，進化的に安定であるためには
　　　u(s, Ã)＞ u(Ã, Ã)でなければならない





　　　u(Ã, Ã)＝ (¾, 1－¾)( 3　2)(   ¾)＝ －3¾
2＋5¾＋1 
5　1　1－¾



























３）E, N, Barron（2008）６章，Hans Peter（2008）８章，15章
４）青木昌彦／奥野正寛（編著）P284参照
５）(5)の左辺は　u(s, "g＋(1－")s)




　　　＝ "u(s, g)＋(1－")u(s, s)
　　(5)の右辺は　u(g, "g＋(1－")s)
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